
「食品、添加物等の規格基準の一部を改正する件（案）」（添加物（シクロデキストリン等

３品目）に係る規格基準の設定及び改正）への意見に対する消費者庁の回答 

 

日本生協連の意見 消費者庁の回答 

今般、成分規格が新たに設定される予定の「単糖・

アミノ酸複合物」について、以下の意見を提出いたし

ます。 

 

指定添加物とは異なり、既存添加物の多くは多成

分混合物であり、原料や製造条件等の違いによって

成分組成が変動し、その毒性も変化するおそれがあ

ります。したがって、このような添加物の安全確保に

は、原料や製造条件、成分組成などを含めた規格基準

の設定と適切な毒性試験に基づいた安全性の確認が

不可欠です。 

既存添加物「単糖・アミノ酸複合物」は、成分分析

データや毒性試験データがほとんど入手できず、安

全性を判断する上で最低限必要と思われる遺伝毒性

試験と短期の反復投与毒性試験のデータがない（ま

たは公表されていない）状況で流通しているものと

認識しています。 

本品目は、成分規格案の定義によれば、「アミノ酸

と単糖類の混合物を加熱して得られたものである」

とされていますので、メイラード反応生成物

（Maillard reaction products: MRP）そのものと考

えられます。単糖もアミノ酸もそれぞれ 20 種類以上

ありますので、その反応の組み合わせは膨大にあり、

その結果生成する MRP の種類も膨大です。さらに、

MRP には変異原性を示すものが多数あり[1-6]、その

一つであるアクリルアミドはアスパラギンと還元糖

との反応で生成する遺伝毒性発がん物質です。アク

リルアミドについては消費者の関心も高く、食品安

全委員会はリスク評価の結果に基づいて、合理的に

達成可能な範囲でできる限りアクリルアミドの低減

に努める必要があるとし、農林水産省も低減に向け

た取組みを消費者や食品事業者に勧めています。 

今回、貴庁が提示された成分規格案では、窒素含量

の下限規定、性状、確認試験などを規定しています。

しかし、原料や製造条件を制限する規定がないため、

MRP のうち有害なものを排除または低減するため

単糖・アミノ酸複合物の製造工

程では加熱処理が水溶液中で行わ

れ、不溶性画分を収拾する工程が

含まれていることも考慮すると、

製品中にメイラード反応生成物が

残存する可能性は極めて低いと考

えられます。 

また、実際に日本国内で流通し

ている既存添加物「単糖・アミノ

酸複合物」の製品について分析を

した結果、製品中のアクリルアミ

ドの含量は 4.3～58.4 ng/g であ

り、この含量と添加物の生産量か

ら推定される「単糖・アミノ酸複

合物」由来の摂取量は、食品安全

委員会の評価書によるアクリルア

ミドの平均的な推定摂取量と比較

してかなり少ないことが確認でき

ております。 

なお、安全性の評価につきまし

ては引き続き情報収集に努めてお

り、結果が出次第、食品衛生基準

審議会添加物部会において報告さ

せていただく予定です。 

現在は「単糖・アミノ酸複合物」

については、食品衛生法に基づく

成分規格が設定されていないとこ

ろ、新たに成分規格を設定するこ

とにより、添加物としての品質が

より一層担保できるようになるも

のと考えます。 



の規格にはなっていないものと考えます。 

また、性状や確認試験は「第 11 版食品添加物公定

書作成検討会報告書」によれば「市販流通品の実態に

合わせて設定した」とされています。適切な毒性試験

の結果に基づいて安全であることが確認された流通

品に合わせた規定であれば理解できますが、上述し

たようにデータが入手できないため、流通品に合わ

せた性状等の規定は安全の根拠にはならないと考え

ます。なお、窒素含量の規定は、報告書で「本品が単

糖とアミノ酸の混合物を加熱して得られたものであ

ることを確認するため」としていますが、窒素を含む

有機化合物はアミノ酸以外にも多種類ありますの

で、この規定だけでは確認はできないのではないで

しょうか。 

貴庁は市販流通品の情報を入手されているようで

すので、性状等の情報のみならず、何よりも重要な原

料や製造条件の情報、有害成分の含量も含めた成分

組成に関する情報も参考にして、科学的根拠に基づ

いた成分規格を提案すべきと考えます。少なくとも、

食品安全委員会の評価や農林水産省の施策に呼応さ

せるためにも、アクリルアミドの混在を防止するよ

うな規定を盛り込むべきではないでしょうか。 

 

※なお、関連して、消費者庁の通知「食品、添加物等の規格基準の一部を改正する件につ

いて」（令和 7 年 1 月 23 日 消食基第 6 号）に、「運用上の注意」として、下記の内容が

記載されています。 

 

今般、新たに成分規格を設定した「単糖・アミノ酸複合物」については、製造工程にお

いて加熱処理が水溶液中で行われ、不溶性画分を収集する工程も含まれている流通品に

ついて分析した結果に基づき、設定している。別の製造工程により「単糖・アミノ酸複合

物」を製造する場合には、適切な製造工程管理を行い、加熱処理による不純物の生成等に

十分注意する必要があること。また、その使用に当たっては、食品中で目的とする効果を

得る上で必要とされる量を超えないものである点に留意すること。 


